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年会企画委員会・年会実行委員会 

 

１. 年会テーマ：科学的に考える資質・能力を育成するアクティブ・ラーニング 

 

２. 主催：日本科学教育学会 

 

３. 後援：文部科学省 

 

４. 日程：2017 年 8 月 29 日（火）～8 月 31 日（木）（３日間） 

 

５. 会場：サンポート高松 

〒760-0019 香川県高松市サンポート 2 番 1 号 

(http://www.sunport.or.jp/) 

会場へのアクセスはサンポート高松の Web ページ「交通アクセス・駐車場」をご覧くださ

い．周辺駐車場案内も掲載されています． 

 

６. タイムスケジュール 

 

※『科学教育研究レター』(No.231)では，インタラクティブセッションは 29 日（火）午後を予定して

おりましたが，30 日（水）午前に変更になりましたのでご注意ください． 

※プログラム編成の関係で，若干時間が変更になる場合があります． 

※レター発行後も年会 Web サイトを更新しますので，最新情報をご確認下さい． 

 

  

第 41 回年会 開催案内（第５次） 

年 会 
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日本科学教育学会第 41回年会（香川）タイムテーブル 
 

 1日目：8月 29日（火） 2日目：8月 30日（水） 3日目：8月 31日（木） 
 

08:30-08:45 

 

受付 

（１時間） 

8:30-9:30 

 
08:45-09:00 

09:00-09:15 受付（30分） 

9:00-9:30 09:15-09:30 

09:30-09:45 
受付 

（１時間） 

9:30-10:30 
インタラクティブ 

セッション 

（２時間） 

9:30-11:30 

課題研究発表 

一般研究発表 

（２時間） 

9:30-11:30 

課題研究発表 

（２時間） 

9:30-11:30 

一般研究発表 

（２時間） 

9:30-11:30 

9:45-10:00 

10:00-10:15 

10:15-10:30 

10:30-10:45 

課題研究発表 

（２時間） 

10:30-12:30 

一般研究発表 

（２時間） 

10:30-12:30 

10:45-11:00 

11:00-11:15 

11:15-11:30 

11:30-11:45 

昼食・各種委員会 

（１時間 30分） 

11:30-13:00 

昼食 

（１時間 30

分） 

11:30-13:00 

 

11:45-12:00 国際ランチョン・ミーティング 

（国際交流委員会企画） 

（１時間） 

11:45-12:45 

12:00-12:15 

12:15-12:30 

12:30-12:45 

昼食・各種委員会 

（１時間 30分） 

12:30-14:00 

12:45-13:00  

13:00-13:15 

総会（代議員総会）・表彰 

（１時間 30分） 

13:00-14:30 

課題研究発表 

（２時間） 

13:00-15:00 

一般研究発表 

（２時間） 

13:00-15:00 

13:15-13:30 

13:30-13:45 

13:45-14:00 

14:00-14:15 

課題研究発表 

一般研究発表 

（２時間） 

14:00-16:00 

チュートリア

ル 

（若手活性化委員会企画・ 

編集委員会協賛） 

（２時間 30

分） 

14:00-16:30 

14:15-14:30 

14:30-14:45 休憩（15分） 

14:45-15:00 招待講演 

（科学教育特別セミナー） 

（１時間） 

14:45-15:45 

15:00-15:15 
休憩（30分） 

15:15-15:30 

15:30-15:45 年会実行委員会・年会企画委員

会合同会議 

（１時間） 

15:30-16:30 

15:45-16:00 休憩（15分） 

16:00-16:15 
休憩（30分） 

シンポジウム 

（２時間） 

16:00-18:00 

16:15-16:30 

16:30-16:45 

理事会 

（２時間） 

16:30-18:30 

フィールドワー

ク 

（若手活性化委員会企

画） 

（２時間） 

16:30-18:30 

 

16:45-17:00 

17:00-17:15 

17:15-17:30 

17:30-17:45 

17:45-18:00 

18:00-18:15 
移動（30分） 

18:15-18:30 

18:30-18:45 

顧問・理事・

支部長・ 

代議員合同会

議 

（２時間） 

18:30-20:30 

移動（30分） 

懇親会 

（２時間） 

18:30-20:30 

【JRホテルクレメント高松】 

18:45-19:00 

19:00-19:15 スタートパー

ティー 

（若手懇親

会） 

（若手活性化委員会企

画） 

（２時間） 

19:00-21:00 

19:15-19:30 

19:30-19:45 

19:45-20:00 

20:00-20:15 

20:15-20:30 

20:30-20:45 
  

20:45-21:00 
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７. 内容：次の内容を予定しています． 

 

(1) シンポジウム 

テーマ：『科学教育とは何か』 

趣旨： 

日本科学教育学会は 1977 年に設立され，以来，科学教育についての研究が積み重ねられてき

た．この間，海外では DeSeCo によるキー・コンピテンシーの提示，アメリカの NRC による全米

科学教育スタンダードの作成などを通じて科学教育についての議論が進展し，日本でも数次にわ

たる学習指導要領改訂や，「科学技術の智プロジェクト」などを通じて議論の進展があった． 

しかし科学教育の領域は学校教育でいえば理科，数学，技術など多教科にまたがるものであ

り，また，環境教育など科学教育を必須の要素として含むいくつかの学際的教育が登場してきて

いること，さらには人間生活のあらゆる側面が科学なしで理解できなくなってきたことなど，科

学教育のすそ野は広がっているが，その輪郭はむしろ不鮮明になっている観がある． 

科学への無関心が広がり続け，スペインの哲学者，オルテガ・イ・ガセットの言う「文明社会

の野蛮人」（科学技術の産物をあたかも自然物であるかのようにみなし，科学技術の成果は享受す

るが，科学技術を生み出す努力やプロセスには無関心な人々）化が進行している現在，あらため

て科学教育とは何かを問う必要があると思われる．  

そこで，科学教育という人間活動はどのような意義があるのか，科学教育が実現すべき社会像

や人間像とは何なのか，そしてそのため科学教育，とりわけ必ずしも職業として科学や技術に携

わるわけではない人々を対象とする初等中等教育や大学の教養教育ではどのような内容を扱うの

が望ましいのか，科学教育に携わる人々は何をなすべきかを議論するシンポジウムとする． 

まずは科学教育を外側から見ている人々に議論いただく場をもうけたい．そのため科学哲学・

科学社会学，科学技術政策，教育学のそれぞれの立場から議論いただきたい．議論いただくパネ

リスト（予定）は下記のとおりである． 

 

大阪大学 大学教育実践センター准教授 中村征樹（科学哲学・科学社会学） 

文部科学省 基礎研究推進室長 斉藤卓也（科学技術政策） 

東京大学 大学発教育支援コンソーシアム機構特任助教 齊藤萌木（教育学） 

東京大学 CoREF 協力研究員 堀 公彦 

 

(2) 科学教育研究セミナー（招待講演） 

2016 年度学会賞「論文賞」受賞 山口悦司先生（神戸大学） 

受賞論文：山口悦司（神戸大学）・中新沙希子（神戸市立千鳥が丘小学校）・山本智一（兵庫教育大

学）・稲垣成哲（神戸大学）：「教員志望の大学生を対象としたアーギュメント・スキル教育プログラ

ムのデザイン」科学教育研究，37（2），pp.149-157，2013 

 

(3) 課題研究発表 

① 中等教育化学における文脈を基盤とした学習プログラムの構築－基本概念と文脈との関係に注目し

て－ 

オーガナイザー：寺田光宏（岐阜聖徳学園大学） 
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概要：中等教育化学における文脈を基盤とした学習プログラムの構築を構築するために，化学，比較 

教育学，学習科学，理科教育学等の視点から学融合により，日本における中等教育レベルにおける

化学の基本概念と，これを活かした文脈との関係を検討する． 

＜登壇者＞  

 寺田光宏（岐阜聖徳学園大学） 

今井 泉（東邦大学） 

後藤顕一（東洋大学） 

吉岡亮衛（国立教育政策研究所） 

遠藤優介（愛知教育大学） 

 

② 中学校数学科における課題探究としての説明・証明の実現 Ⅴ 

オーガナイザー：宮﨑樹夫（信州大学） 

概要：資質・能力として課題探究力の育成が求められている．本研究の目的は，中学校数学科におい  

て課題探究として説明・証明を学ぶための授業化と指導法の開発である．今回は，領域「関数」に

おいて，課題探究として説明・証明を学ぶためのカリキュラムに基づく授業化を進めるとともに，

本研究における指導法開発の捉えを明らかにし，領域「数と式」及び「資料の活用」において授業

化に基づく指導法を開発する．その上で，残された課題及びその解決について指定討論者の見解に

基づいて協議する． 

＜登壇者＞  

 宮崎樹夫（信州大学） 

 岩田耕司（福岡教育大学） 

 佐々祐之（北海道教育大学札幌校） 

 永田潤一郎（文教大学） 

＜指定討論者＞ 

 岡崎正和（岡山大学） 

 

③ 数学教育におけるテクノロジー活用の将来像の考察 8 

オーガナイザー：飯島康之（愛知教育大学） 

概要：本課題研究は，昨年度まで７年間続いた課題研究を引き継ぎ，テクノロジーの数学教育におけ 

る利用の可能性について追究する．近年，ソフトウェアを活用した幅広い教材提示や探求活動が行

われている世界的な趨勢に鑑み，昨年度は新たな活用事例を紹介したが，今年度はさらに，それら

を授業などで実際に用いた際の効果や問題点の分析に踏み込んで追求してみたい． 

＜登壇者＞  

飯島康之（愛知教育大学） 

 渡邊 信（生涯学習数学研究所） 

 牧下英世（芝浦工業大学） 

 金子真隆（東邦大学） 

 大西俊弘（龍谷大学） 

 濱口直樹（長野高専） 
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④ モデル・モデリングに関わる学習指導を通した資質・能力の育成－その取組と課題－ 

オーガナイザー：川上 貴（宇都宮大学），松嵜昭雄（埼玉大学） 

概要：新教育課程の算数・数学科では，現実の世界と数学の世界を基軸とした学習過程が強調されて 

おり，数学教育におけるモデル・モデリングに関わる学習指導の重要性が一層高まってきている．

今年の課題研究では，様々な先行的な取組を共有しながら，モデル・モデリングに関わる学習指導

を通して，どのような資質・能力を，どのように育てることができるのか，またその理論面での課

題や実践面での課題は何か等について議論していきたい． 

＜登壇者＞  

川上 貴（宇都宮大学） 

 中村好則（岩手大学） 

 二宮裕之（埼玉大学） 

 佐伯昭彦（鳴門教育大学大学院） 

＜指定討論者＞ 

 飯島康之（愛知教育大学） 

 

⑤ 科学的なものの見方が習得できる教育プログラムの評価枠組み 

オーガナイザー：加納 圭（滋賀大学大学院） 

概要：科学的な知識に関する評価枠組みに比べ，科学的なものの見方に関する評価枠組みはまだまだ 

発展途上にあるだろう．本課題研究では，科学的なものの見方の習得を目指した教育プログラムの

評価枠組みに焦点を当てる．具体的には，現職教員の評価枠組みに対する認識，PISA の評価枠組

み等を活用した教育プログラム受講児童の評価，児童の学習意欲に着目した教育プログラム受講者

層と参加の効果の評価，教育プログラムの海外展開などをとりあげる． 

＜登壇者＞  

塩瀬隆之（京都大学総合博物館） 

 加納 圭（滋賀大学大学院） 

 水町衣里（大阪大学 CO デザインセンター） 

 後藤崇志（滋賀県立大学） 

 竹内慎一（NHK エデュケーショナル） 

 

⑥ 幼児期から高等学校を一貫したプログラミング教育実践と諸課題 

オーガナイザー：山崎貞登（上越教育大学） 

概要：プログラミング教育は，2020 年度からの小学校段階の必修化，中等教育段階の一層の充実等， 

新局面を迎える．題目（案）は，「幼児児童生徒の心身の発達水準の視点からの園校種間と教科等間

の連携」，「保育・幼児教育から小学校教育へと結節するプログラミング教育」，「児童生徒の発達水

準とモデリングの視点からの算数数学教育との連携」，「公教育と私教育との協働の視点からのプロ

グラミング教育の教員養成と指導者研修」である． 

＜登壇者＞  

加納寛子（山形大学） 

 佐々木弘記（中国学園大学） 
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 松嵜昭雄（埼玉大学） 

 大森康正（上越教育大学） 

 山崎貞登（上越教育大学） 

 

⑦ 「主体的・対話的で深い学び」時代の統計教育：次期学習指導要領の目指す具体像について 

オーガナイザー：西仲則博（近畿大学） 

概要：平成 29 年 3 月に学習指導要領が告示され新しい統計教育の幕開けになる年である．小学校で 

は代表値が中学校から移行し，中学校では箱ひげ図が高等学校から移行するとともに，統計的確率

が中２から中１へ移行して詳しく扱うことなど，実践の場では新しい内容を扱った授業を行うこと

が求められている．小，中の先生方がしっかりと統計教育ができるように理論的，実践的な議論を

行う． 

＜登壇者＞  

青山和裕（愛知教育大学） 

 藤井良宜（宮崎大学） 

 小口祐一（茨城大学） 

 柗元新一郎（静岡大学） 

 西仲則博（近畿大学） 

 

⑧ 「理数教育の充実」にむけて，理科と数学の関連はどうあるべきか？ Ⅳ 

オーガナイザー：安藤秀俊（北海道教育大学旭川校） 

概要：PISA や TIMSS の調査では，数学や理科の学習に対する積極性や学習意欲が十分でないことが 

指摘され，中教審答申では，科学技術の土台である「理数教育の充実」を推進するよう求めている．

また次期学習指導要領では，高等学校に「理数探究」という選択科目の導入が示されている．しか

しながら，わが国において理科と数学という２教科間の関連性についての議論は成熟してはいない．

本セッションでは，理数教育の充実という観点から議論を深める． 

＜登壇者＞  

小原美枝（神奈川県立生田高等学校） 

 太刀川祥平（東京学芸大学附属国際中等教育学校） 

 久保良宏（北海道教育大学旭川校） 

 石井俊行（奈良教育大学） 

 金児正史（鳴門教育大学教職大学院） 

 高阪将人（福井大学教職大学院） 

  

⑨ 高大接続における CBT(Computer-Based Testing)の開発と検討 

オーガナイザー：安野史子（国立教育政策研究所） 

概要：高大接続改革において，CBT(Computer-Based Testing)の導入に向けての議論がなされている  

が，CBT における特性を生かした教科・科目ベースの問題がどのようであるべきか，またそれによっ

てどのようなことが評価できるのかについて議論していくことは極めて重要なことである．ここ数

年，国内において研究開発事例や運用事例が徐々に出てきている．そこで本研究課題は，数学及び

理科(化学)についての試作事例の報告を行う． 
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＜登壇者＞  

安野史子（国立教育政策研究所） 

 西村圭一（東京学芸大学） 

 山下卓弥（富山県立富山北部高等学校） 

 柳澤秀樹（駒場東邦中学校高等学校） 

 松原静郎（桐蔭横浜大学） 

 兒玉浩明（佐賀大学） 

 

⑩ 科学系博物館等におけるコミュニケーション・デザイン 

オーガナイザー：稲垣成哲（神戸大学），楠 房子（多摩美術大学） 

概要：科学系博物館等の社会教育施設における科学教育の重要性は当然のこととして意識されてきて 

いる．そこでの課題は，サイエンス・コミュニケーションの質を高めることに集約できる．しかし

ながら，その対話的な過程を踏まえた効果的なデザインの提案はさほどなされていない．本課題研

究では，科学教育に固有な方法論において，どのようなコミュニケーションの手法が考えられるの

か，またその実際はどうなるのか等の諸課題を議論したい． 

＜登壇者＞  

太田耀介（東京理科大学） 

 江草遼平（神戸大学） 

 太平和弘（兵庫県立人と自然の博物館） 

 小川義和（国立科学博物館） 

＜指定討論者＞ 

 林 敏浩（香川大学） 

 

⑪ 科学・技術に関わる教育の連携・協働－STEM 教育の視点から見た技術・理科・数学の位置づけと

関係の在り方－ 

オーガナイザー：大谷 忠（東京学芸大学），谷田親彦（広島大学）， 磯部征尊（愛知教育大学） 

概要：本課題研究では，技術教育と理数教育の連携・協働の在り方についてのこれまでの課題研究の 

議論を踏まえ，STEM 教育の観点から検討した内容を発表する．さらに，STEM 教育の視点から各

教科とエンジニアリング（工学）との関りについて議論し，各教育・教科の本質・関連性・相違に

ついて議論を深める．これらの検討を指定討論者と行うことを通して，各教育・教科の位置づけと

関係の在り方について一定の見解を得ることを試みる． 

＜登壇者＞  

大谷 忠（東京学芸大学） 

 谷田親彦（広島大学大学院） 

 磯部征尊（愛知教育大学） 

＜指定討論者＞ 

 磯崎哲夫（広島大学大学院） 

 二宮裕之（埼玉大学） 

 野村泰朗（埼玉大学） 
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⑫ ジェンダー・地域格差に配慮した STEAM 才能教育カリキュラムに関する学際的研究 

オーガナイザー：隅田 学（愛媛大学） 

概要：本研究は，全ての子どもたちの能力を伸ばし可能性を開花させるための科学教育の質的・シス  

テム的転換を目指し，特にジェンダーや地域格差に配慮した科学才能教育カリキュラムを，才能教

育，ジェンダー学，自然科学，工学や農学などの研究者による学際的連携により，検討していくこ

とを目的とする．我が国では，これらの基礎研究が圧倒的に不足しており，STEM（科学・技術・

工学・数学）分野で高い潜在能力を持つ全ての子どもの個性や才能を伸長する教育カリキュラムに

弱点がある．本課題研究では，国内外の関連研究動向や先進的な実践例を発表し，本テーマについ

て議論を深める． 

＜登壇者＞  

隅田 学（愛媛大学） 

 Rena Subotnik（American Psychological Association, Center for Gifted Education Policy） 

 稲田結美（日本体育大学） 

 大橋淳史（愛媛大学） 

 林 秀則（愛媛大学プロテオサイエンスセンター） 

 渡辺正夫（東北大学） 

  

⑬ 日本型 STEM 教育構築のための理論的・実践的研究に向けて：Part I 

オーガナイザー：熊野善介（静岡大学） 

概要：本課題研究 Part I においては，日本型 STEM 教育の構築に向けて，米国調査に基づく理論的  

研究，米国内の事例を紹介する研究，21 世紀型資質・能力の科学教育への適用を検討する．連動し

て，JST の支援を受けた次世代科学者育成プログラムにおける成果をもとに議論し，今後の実践的

で証拠に基づいた研究及び，教員研修の実施に向けた論点を整理する．なお，ミネソタ大学 STEM

教育センターからローリグ教授にも登壇していただく． 

＜登壇者＞  

熊野善介（静岡大学） 

 高木浩一（岩手大学） 

 畑中敏信（東邦大学） 

 Gillian Roehrig（ミネソタ大学） 

 齊藤智樹（静岡大学） 

＜指定討論者＞ 

 興 直孝（静岡県教育委員会） 

  

⑭ 日本型 STEM 教育構築のための理論的・実践的研究に向けて：Part II 

オーガナイザー：山下修一（千葉大学） 

概要：基盤研究(B)(課題番号：16H03058)においては，2016 年度の米国調査の結果分析に基づき，理 

論・実践の両面から STEM 教育の実態把握，日本型 STEM 教育の構築に向けて，基礎的な研究を

進めてきた．本課題研究 Part II においては，STEM 教育実践の成果，日本の科学教育・環境教育

への理論的示唆とともに，またアーギュメントや幼児に対する適用など，実践可能性についても議
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論し，今後の実践的で証拠に基づいた研究及び，教員研修の実施に向けた論点を整理する． 

＜登壇者＞  

 山下修一（千葉大学） 

  郡司賀透（静岡大学） 

 萱野貴広（静岡大学） 

 佐藤真久（東京都市大学） 

 坂田尚子（静岡大学創造科学技術大学院） 

＜指定討論者＞ 

 興 直孝（静岡県教育委員会） 

  

⑮ 小学校科学技術科のカリキュラム開発の成果と課題 

オーガナイザー：小倉 康（埼玉大学） 

概要：平成 25 年度から４年間，文部科学省研究開発学校の指定を受けて，久喜市立久喜小学校で開 

発された新設教科「夢創造科」のカリキュラムの成果を整理するとともに，技術科教育，理科教育，

カリキュラムマネジメントの視点から，多面的な評価を試みるとともに，今後の科学技術カリキュ

ラムの発展に向けた課題について議論する． 

＜登壇者＞  

小倉 康（埼玉大学） 

浅田茂裕（埼玉大学） 

上野耕史（国立教育政策研究所） 

  川島尚之（久喜市教育委員会） 

 

(4) 一般研究発表 

例年通り，１件の発表の持ち時間は 20 分（発表 15 分，質疑 5 分）とします． 

一般研究発表の登壇者は会員でなければなりません． 

登壇者として発表可能な一般研究発表の件数は１件です．一般研究発表の登壇者は，課題研究

発表，インタラクティブセッション，その他の企画にも登壇することができます． 

※ここで言う「会員」とは，学会事務局が入会申込書の受付（7 月からの新年度入会のための申

込書の受付を含む）を済ませていることを意味します． 

 

(5) インタラクティブセッション 

例年通り，ポスター発表もしくは実演紹介の形態で，研究内容についてインタラクティブに

じっくりと語り合う場を設定します． 

インタラクティブセッションの登壇者は会員でなければなりません． 

登壇者として発表可能なインタラクティブセッションの件数は１件です．インタラクティブ

セッションの登壇者は，課題研究発表，一般研究発表，その他の企画にも登壇することができま

す． 

※ここで言う「会員」とは，学会事務局が入会申込書の受付（7月からの新年度入会のための申込

書の受付を含む）を済ませていることを意味します． 
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※インタラクティブセッション発表上の注意 

・パネルのサイズは幅 116cm，高さ 176 cmです．ポスターはこの大きさに入るサイズでお願いし

ます． 

・準備作業は，30日（水）の 8:30〜9:30の間に行ってください．11:30 の終了時から 13:00まで

に撤収を完了してください． 

・貼付用のピン，セロテープは，こちらで用意します． 

・電源は事前申し込みのあった方のみ，電源が確保できるかの確認を行い，7/16（日）以降，速

やかに電源使用の可否をお伝えします（ご希望に沿えない可能性もありますので，ご了承くだ

さい）． 

・Wi-Fiにより，インターネットを利用できます． 

・発表時間中，参会者の質問等に応じる機会を持つようにしてください． 

 

 

 

(6) その他の企画 

・総会・表彰：8 月 30 日（水）13:00～14:30 

・懇親会：8 月 30 日（水）18:30～20:30 

・若手活性化委員会企画・編集委員会協賛 チュートリアル：8 月 29 日（火）14:00～16:30 

・若手活性化委員会企画 ワークショップ：8 月 29 日（火）16:30～18:30 

・国際交流委員会企画 国際ランチョン・ミーティング：8 月 31 日（木）11:45～12:45 

※若手の会ワークショップの詳細は，本レターの「若手活性化委員会だより」をご覧ください．

また．最新情報は Facebook ページにて続々公開中です．

https://www.facebook.com/jssewakate/ 

※国際ランチョン・ミーティングの詳細は，本レターの「国際交流委員会だより」をご覧くださ

い． 

 

 

８. 論文集の電子化 

日本科学教育学会の年会論文集は電子化されました． 

・年会当日は，学会会場の見取り図，プログラム，論文要旨などが掲載された「年会論文要旨集」を

紙媒体で配布します．年会論文要旨集には個々の論文は掲載されません． 

・「年会論文集」については，電子ファイルで提供します．年会当日の受付にて，論文集の電子ファイ

ルを格納した USB メモリを参加者に配付します． 

・論文集の暫定版 PDF ファイルを事前（概ね年会の数日前）に，参加費の入金が完了した事前参加申

込者にのみ，Web サイトで公開する予定にしています．暫定版 PDF の公開は，電子メールで通知いた

します．このため，発表者は発表申込みだけでなく，事前参加申込および参加費の入金を忘れずにお

願いいたします．特に，連名発表者が年会に参加される場合，事前ダウンロードには事前参加申込と

参加費の入金が必要となりますので，ご周知願います． 
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９. 懇親会 

懇親会に是非，ご参加ください．懇親会は原則として，年会 Web サイトからの事前申込みです．余

裕がある場合には，当日申込みも受け付けますが，定員になり次第，締め切らせていただきますこと

をご了承下さい． 

・日時：8 月 30 日（水）18:30～20:30 

・会場：JR ホテルクレメント高松 

・懇親会費：参加費及び懇親会費等を記載しております表をご参照下さい． 

・申込先：参加申込みとあわせて，年会 Web サイトの参加申込み用リンクからお申し込み下さい． 

・払込方法：参加費と合わせて送金して下さい． 

※大学名・会社名で送金される場合は，個人が特定されませんので，年会実行委員会事務局までご一

報ください． 

 

 

１０. 参加費 

 

参加費及び懇親会費等は，表の通りです． 

 

参加費 事前（7 月 22 日まで） 当日 

一般会員 ￥5,000 ￥6,000 

学生会員 ￥3,000 ￥4,000 

一般非会員 ￥7,000 ￥8,000 

学生非会員 ￥5,000 ￥6,000 

論文集 USB 追加購入 事前（7 月 22 日まで） 当日 

種別関係なく ￥2,500 

懇親会費 事前（7 月 22 日まで） 当日 

一般会員 ￥6,000 ￥7,000 

学生会員 ￥4,000 ￥6,000 

一般非会員 ￥7,000 ￥7,000 

学生非会員 ￥6,000 ￥6,000 

 

※参加費には，年会論文要旨集（冊子体）１冊，年会論文集（USB メモリ）１個が含まれていま

す． 

※追加購入費には年会論文集（USB メモリ）１個が含まれています．ただし，年会論文要旨集（冊

子体）は含まれていません． 

※論文要旨集（冊子体）は当日のみ追加購入していただけます．冊数に限りがありますので，なく

なり次第販売を終了します． 
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１１. 企業展示 

出展をご希望の企業様は，Web サイトから申込書をダウンロードの上，事務局に E-mail でお申し込 

みください．展示会場・スペース及び出展料は次のとおりです． 

会 場：サンポート高松ホール棟４階 第１小ホールロビー 

ス ペ ー ス：180cm×180cm（180cm×60cm の長机，117cm×172cm のパネルを用意します．） 

日 時：2017 年 8 月 29 日（火）～8 月 30 日（水）プログラム進行時間中（2 日間） 

（搬入は前日 13:00～22:00 も可能です．完全撤収は 8 月 30 日（水）17:30 です．） 

出 展 料：50,000 円 ※出展企業の最大 2 名様を懇親会にご招待いたします． 

申 込 み 締 切：7 月 11 日（火） 

出展料支払期日：8 月 1 日（火）※御社の支払規定などに沿って適宜対応させていただきます． 

詳細は年会実行委員長 HP のトップページからリンクされた案内ページをご覧ください． 

http://www.eng.kagawa-u.ac.jp/~hayashi/ 

 

１２. 企業広告掲載のお願い 

年会論文要旨集（冊子体）に企業様の広告を掲載いただきたく，お願い申し上げます．年会論文要

旨集に掲載いただける場合には，Web サイトから申込書をダウンロードの上，事務局に E-mail でお

申し込みください． 

広告掲載料などは，次のとおりです． 

掲 載 料：A4 版１ページ 15,000 円 

A4 版 1/2 ページ 10,000 円 

申 込 み 締 切：7 月 11 日（火） 

原稿提出締切：7 月 11 日（火）※申込み締切日と原稿提出締切日は同日となります． 

掲載料支払期日：8 月 1 日（火）※御社の支払規定などに沿って適宜対応させていただきます． 

※年会論文集（USB メモリ）への掲載ではございませんので，ご検討にあたっては，十分にご注意願

います． 

詳細は年会実行委員長 HP のトップページからリンクされた案内ページをご覧ください． 

http://www.eng.kagawa-u.ac.jp/~hayashi/ 

 

 

１３. 連絡先：日本科学教育学会第 41 回年会実行委員会 

〒761-0396 

香川県髙松市林町 2217-20 

香川大学総合情報センター（工学部分室） 

林 敏浩 

E-mail：hayashi [at mark] eng.kagawa-u.ac.jp 

 

 

１４. 年会実行委員会 
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【実行委員長】林 敏浩（香川大学），【副委員長】笠 潤平（香川大学），【実行委員】八重樫理人

（香川大学），後藤田中（香川大学），藤本憲市（香川大学），秋田美代（鳴門教育大学），佐伯昭彦

（鳴門教育大学），早藤幸隆（鳴門教育大学），金児正史（鳴門教育大学），隅田 学（愛媛大学），大

橋淳史（愛媛大学），中城 満（高知大学），村井 礼（山口大学） 

１５. 年会企画委員会  

【委員長】松嵜昭雄（埼玉大学），【副委員長】瀬戸崎典夫（長崎大学），日野圭子（宇都宮大学），【担

当理事】大谷 忠（東京学芸大学），加藤久恵（兵庫教育大学），【幹事】向 平和（愛媛大学），【企画

委員】泉 直志（鳥取大学），大野美喜子（産業技術総合研究所），川上 貴（宇都宮大学），北島茂樹

（明星大学），木村優里（ＮＰＯ法人東京学芸大こども未来研究所），小泉健輔（高崎健康福祉大学），

島田和典（大分大学），高井吾朗（愛知教育大学），高藤清美（筑波学院大学），高橋一将（北海道教育

大学），高橋 聡（東京理科大学），竹中真希子（大分大学），野添 生（宮崎大学），服部裕一郎（高

知大学），林 敏浩（香川大学），谷塚光典（信州大学） 

 

 

 

四国はひとつ，実行委員会の総力を挙げて第 41 回年会を盛り立てていく所存です．多数の皆様のご

参加，ご来県を心よりお待ちしております． 

 

 

第 41 回年会実行委員長  林 敏浩（香川大学） 
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今年も年会３日目８月 31 日（木）の昼食時間に国際ランチョン・ミーティングを開催致します．この

企画は，国際学会参加者や国際学会に興味がある人達が集まり，国際交流の意義やコツについて語り合

う企画です．今年は若手研究者向けの国際交流に関する研究費の情報提供も行います． 

学会員の方，そうでない方，学生会員，外国人会員，学会参加者同士の交流を深めたい方など，様々

な学会参加者の方々が対象です．国際学会に参加してみたいけれど，なんとなく不安な方，国際学会に

参加したことがあり，これからも積極的に参加する予定の方など，国際学会参加経験は問いません．国

際学会や国際交流に興味のある方ならどなたでも大歓迎です．国際交流委員会より軽食と飲み物を用意

しますので，ぜひお気軽にご参加下さい！  

 

□日 時：年会３日目 ８月 31 日（木）11:45～12:45 

□場 所： 学会会場内（学会通信，年会 Web ページにて発表します） 

□参加費：無料（軽食と飲み物を提供しますが，持ち込みも歓迎します)  

□参加資格：どなたでもご参加頂けます．  

□参加申込：当日会場に直接お越し下さい．  

□企画運営：国際交流委員会，国際ランチョン・ミーティング実行委員会  

□協 力：広報委員会，年会企画委員会，年会実行委員会 

□お問い合わせ：企画担当・吉田（神戸大学） 

             miku.yoshida [at mark] people.kobe-u.ac.jp 

 

（神戸大学・吉田実久） 

 

 

 

 

 

 

今後，下記の国際学会が開催予定である．詳細については，各ホームページをご参照いただきたい． 

 

CSCL2017 (International Conference on Computer Supported Collaborative Learning) 

開催地：Philadelphia, USA 

期 間：2017 年 6 月 20 日-22 日 

https://cscl17.wordpress.com 

 

国際ランチョン・ミーティング開催のお知らせ 

 

国際学会開催情報 

 

国際交流委員会だより 
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EdMedia2017 (World Conference on Educational Media and Technology) 

開催地： Washington, DC 

期 間：2017 年 6 月 21 日-23 日 

https://www.aace.org/conf/edmedia/call/ 

 

The 48th Annual ASERA (Australasian Science Education Research Association) Conference 

開催地： Sydney, Australia 

期 間： 2017 年 6 月 27 日-30 日 

https://www.uts.edu.au/about/faculty-arts-and-social-sciences/what-we-do/events/asera-conference-

2017 

 

ICTMT 13 (The 13th International Conference on Technology in Mathematics Teaching) 

開催地：Lyon, France 

期 間：2017 年 7 月 3 日-6 日 

https://ictmt13.sciencesconf.org/ 

 

International Conference on Education and Information Systems, Technologies and Applications 

(EISTA 2017) 

開催地：Orlando, Florida, USA 

期 間：2017 年 7 月 8 日-11 日 

以下の学会と共催 

The 11th International Multi-Conference on Society, Cybernetics, and Informatics: IMSCI 2017 

The 21st World Multi-Conference on Systemics, Cybernetics and Informatics: WMSCI 2017 

The 10th International Multi-Conference on Engineering and Technological Innovation: IMETI 2017 

http://www.iiisconferences2017.org/eista 

 

International Congress on Advanced Applied Informatics 

開催地：浜松，日本 

期 間：2017 年 7 月 9 日-13 日 

http://aai2017.iaiai.org/ 

 

PME 41 (International Group for the Psychology of Mathematics Education) 

開催地：Singapore 

期 間：2017 年 7 月 17 日-22 日 

http://math.nie.edu.sg/pme41/ 

 

ESERA (European Science Education Research Association) 

開催地：Dublin, Ireland 

期 間： 2017 年 8 月 21 日-25 日 

https://www.eiseverywhere.com//ehome/129430 

http://www.iiisconferences2017.org/eista
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21st International Conference on Knowledge Based and Intelligent Information and Engineering 

System (KES2017) 

開催地：Marseille, France 

期 間：2017 年 9 月 6 日-8 日 

http://kes2017.kesinternational.org 

 

E-LEARN 2017 - World Conference on E-Learning 

開催地：Vancouver, Canada 

期 間：2017 年 10 月 17 日-20 日  

https://www.aace.org/conf/elearn/ 

 

PME 42 (International Group for the Psychology of Mathematics Education) 

開催地：Umeå, Sweden 

期 間：2018 年 7 月 3 日-8 日 

http://www.igpme.org/index.php/annual-conference 

 

 

 

日本学術会議(SCJ)では「持続可能な社会のための科学と技術に関する国際会議（持続会議）」を毎年

開催している．平成 29 年 3 月 1 日（水）～ 3 月 3 日（金），日本学術会議を会場に，The Association 

of Academies and Societies of Sciences in Asia（AASSA，アジア科学アカデミー・科学協会連合）が

開催された．AASSA とは，IAP（科学アカデミーのグローバルネットワーク）の 1 組織であり，特にア

ジア域内における科学教育，科学・工学における女性の活用促進，健康，食糧問題等といった共通のト

ピックをワークショップ等で議論し，その成果を対外的に公表するなどの活動を行っている．日本学術

会議はその一加盟機関として，AASSA との共催により，今回は「包摂的な社会のための科学の役割（Role 

of Sciences for Inclusive Society）」のテーマとしたワークショップが開催された． 

本ワークショップでは，16 か国からの 80 名を超える参加者が，議論を行い，宣言がとりまとめられ

た．私は「The Spread of SNS and Influence on Health」というタイトルで，ソーシャルメディアの普

及と SNS 疲れ，健康への影響について話題提供を行った． 

 議長総括・組織委員長の吉野 博先生からは，「アジアには，多様な地域が存在しており，包摂的社会

を実現し，国連持続可能な開発目標（SDGs）を達成するためには，科学者は協力して多くの複雑な課題

に取り組む必要がある」ことが指摘され，以下の 5 つの重点課題が述べられた． 

① アジア地域における多様性の尊重 

② 包摂的で持続可能な社会を目指した各科学分野同士の相互連携の推進 

③ 将来的にアジア地域に内在する課題を解決しようとする長期的な視点 

④ 科学技術により急速に変化した社会へのテクノロジーの貢献 

⑤ SDGs の重要性の認識と今後の取組 

国際学会参加報告（41） 

— The Association of Academies and Societies of Sciences in Asia (AASSA) — 
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本ワークショップは，小規模だが，アジア地域 16 か国の科学教育に関する研究者が集い，食事を共に

しながら議論する貴重な機会である．定期開催されているので，参加されることをお勧めする． 

 

 

 

（山形大学学術研究院・加納寛子） 

 

 

 

 

 

2017 年４月 29 日，30 日に，カンボジア王国の首都プノンペンで第 13 回カンボジア科学・技術・工

学・数学の祭典が開催されました．２日間で約 1 万 2 千人の参加者があり，そのうち 4 千人が公立高校

生でした．児童・生徒より，数学，物理学，IT，生物学等の領域から合計 196 のプロジェクトの発表が

あり，小学生からも 45 件の発表がありました．幼稚園児のゾーンも設けられ，17 件の発表がありまし

た．発表した子どもたちの総数は 600 名にもなります．優秀な発表については最終日に表彰されます．

女子児童・生徒の参加も多い印象を受けました．STEM や STEM 教育に関連した講演が９つあり，教

員や生徒が参加していました．私も日本の科学才能教育の現状について招待講演を行いました．２日間

の祭典には，参加生徒による舞台での演示実験や音楽演奏なども含まれ，連日大いに盛り上がりました． 

 この STEM Festival は NGO である STEM Cambodia が主催していますが，近隣の大学や政府とも

密に連携し，年々規模が拡大しているようです．産業界との連携も強く，22 の関連企業や教育機関のス

ポーンサー，13 の連携パートナー，６つのメディア関係会社が協力していました．カンボジア全体の

国際学会参加報告（42） 

— The 13th Annual Cambodia STEM 

(Science/Technology/Engineering/Mathematics) Festival — 
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STEM 教育への盛り上がりは大きく，文部省関係者も基調講演を行うと共に，閉会式では，この３月に

策定されたばかりのカンボジアの STEM 教育指針が説明，紹介されました．まさに K-12，そして大学

までを含め，一貫した新しい科学教育政策を推し進め，国全体として盛り上がりを見せていること，ま

たそうしたムーブメントを NGO が中心となって進めていることに大変興味を持ちました． 

 

 

    

STEM Festival 会場の外で           STEM Festival 会場内の賑わう様子 

自作電気自動車を運転する生徒達 

 

（愛媛大学 隅田 学） 
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若手活性化委員会では，年会１日目 8/29（火）の午後に，若手の年会参加者を主たる対象とした企画

を開催します．今年は，チュートリアル（14:00-16:30），フィールドワーク（16:30-18:30），スタート

パーティー（19:00-21:00），という３種類の企画を連続開催します． 

これらの企画への参加には，すべて事前に申込が必要です．年会の参加申込とは独立した申込となっ

ていますので，年会の参加申込を済ませた後に，若手活性化委員会の企画への参加申込をして頂きます

ようお願いいたします．申込方法を末尾に記載していますので，ご確認ください．参加申込の受付期間

は，6/1（木）～ 8/14（月）です． 

また，当日の会場設営や受付等をご協力くださるボランティアを募集しています．ボランティアを希

望される方は，事前参加申込の際に必要事項をご記入の上，ご応募ください． 

若手活性化委員会のメンバー一同，今回の年会の企画が充実したものになるよう努めてまいります．

多数のみなさまのご参加をお待ちしています． 

 

1. 企画内容 

（1）チュートリアル（14:00-16:30） 

チュートリアルは，学会会場で開催します．編集委員会の協賛により，学会誌論文の執筆・投稿・査

読に関する内容の企画が実現しました．主な対象者は，本学会の『科学教育研究』への論文投稿に興味・

関心のある若手の年会参加者です．具体的には，初めて投稿論文を執筆する方，採録されるために投稿

論文をブラッシュアップしたい方などを主な対象者として想定しています． 

チュートリアルの前半では，『科学教育研究』の概要として，投稿の意義，査読の手順，査読の基準な

どに関するレクチャーと質疑応答を行います．後半では，『科学教育研究』に掲載された論文を教材とし

て，よりよい投稿論文を執筆するためのポイント，採録を実現するためのポイントなどについて理解を

深めるためのワークショップを計画しています． 

 

（2）フィールドワーク（16:30-18:30） 

フィールドワークは，学会会場を飛び出します．高松について科学的な視点から学べる体験型フィー

ルドワークを実施します．年会会場から徒歩で回れる 2 箇所の近隣スポットを訪れることで，科学につ

いて語り合いながら，学会員の交流を育みたいと考えています． 

 

①情報通信交流館「e-とぴあ・かがわ」の参加体験 

ICT（情報通信技術）について，子どもから大人まで学べる参加体験型施設である，「e-とぴあ・かが

わ（https://www.e-topia-kagawa.jp/）」を訪問します．遊ぶような感覚で ICT 機器を体験したり，ICT

の基礎知識や専門性の高い技術について触れたりすることができます．また，一つ階下の「かがわプラ

日本科学教育学会第 41 回年会における 

チュートリアル・フィールドワーク・スタートパーティーのご案内 

若手活性化委員会だより 
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ザ」（入場料無料）では，香川の特色や讃岐うどんについて学べるコーナーもありますので，併せてご覧

になってはいかがでしょうか． 

住所：香川県高松市サンポート 2-1 高松シンボルタワー タワー棟 4･5 階 

 

②史跡高松城跡・玉藻公園を散策 

国の指定史跡でもあり，讃岐国領主・生駒家，高松藩主・松平家の居城だった，高松城跡・玉藻公園

（http://www.takamatsujyo.com/）を散策します．瀬戸内海の海水をお堀に引き込んだ城は，日本三大

水城として知られています．また，園内には国の重要文化財に指定されている艮櫓や月見櫓などがあり，

国の名勝に指定されている披雲閣の庭園を散策することで，高松の歴史の中にある科学を発見したいと

思います．なお，入園料は学会員各自のご負担にて，お願いいたします． 

・入園料：大人（16 歳以上）200 円，小人（6 歳以上 16 歳未満）100 円 

・住所：香川県高松市玉藻町 2-1 

 

（3）スタートパーティー（19:00-21:00） 

恒例になりましたスタートパーティー（懇親会〜若手研究者の集い）を今年も開催します．若手の年

会参加者の相互交流を活性化を目指します．場所や会費などの詳細は下記の通りです．「神童ろ」は，瀬

戸内の鮮魚料理と讃岐名物骨付鳥が自慢のお店です．香川の郷土料理を味わいながら，年会 1 日目の夜

を楽しく過ごしましょう！ 

 

・日時：8/29（火）19:00-21:00 

・場所：海鮮居酒屋 神童ろ（わらじろ） 

〒760-0021 香川県高松市西の丸町 5-8 

・会費：一人 5,000 円（予定） 

・内容：コース料理＋飲み放題 

 

2. ボランティア 

上記の 3 種類の企画（チュートリアル，フィールドワーク，スタートパーティー）の運営にご協力く

ださるボランティアを若干名募集します．いずれか一つの企画のみにご協力いただける方も歓迎いたし

ます．業務内容は，会場設営や受付等です．奨励賞対象年齢が適用されるため，40 歳以下の方に限りま

す．ボランティア参加者には，ボランティア活動参加証明書を若手活性化委員長名で発行いたします． 

ボランティアを希望される方は，事前の参加申込の際に必要事項をご記入の上，ご応募ください． 

 

3. 申込方法 

３種類の企画（チュートリアル，フィールドワーク，スタートパーティー）への参加には，年会の参

加申込とは別に，すべて事前に参加申込が必要です．事前申込は，Google フォームで行います．8/14（月）

までに，下記の申込フォーム URL より，必要事項の入力をお願いいたします．参加申込完了後に申込

受付メールが自動送信されますのでご確認ください． 

 

・日本科学教育学会第 41 回年会・若手活性化委員会企画 

（チュートリアル，フィールドワーク，スタートパーティー） 
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事前参加申込フォーム URL 

https://goo.gl/C3UB4z 

 

・申込受付期間 

6/1（木）～ 8/14（月） 

 

4. 若手活性化委員会 Facebook ページとメーリングリストの登録 

若手活性化委員会では，Facebook ページやメーリングリストを通して，各種の情報をお届けしていま

す．第 41 回年会における若手活性化委員会企画の最新情報は，Facebook ページやメーリングリスト上

で，随時，ご提供していきます．また，12 月に予定されている若手活性化委員会企画の研究会情報もご

案内いたします． 

Facebook ページやメーリングリストの登録は，随時，受け付けています．ぜひご登録ください． 

 

・若手活性化委員会 Facebook 

https://www.facebook.com/jssewakate/ 

 

・若手活性化委員会メーリングリスト登録 URL 

https://goo.gl/tClQb4 

 

・日本科学教育学会第 41 回年会・若手活性化委員会企画・問い合わせ先 

雲財 寛（日本体育大学）h-unzai [at mark] nittai.ac.jp 

 

（雲財 寛：日本体育大学） 

（瀬戸崎典夫：長崎大学） 

（山口悦司：神戸大学） 
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編集委員会では，下記の主旨で，「科学教育研究」第 42 巻第２号での特集を企画します．研究論文，

総説・展望，資料，プラザ，全ての種別の原稿を募集いたします．ふるってご投稿のほどお願い申し上

げます． 

 なお，投稿規定により，「科学教育研究」への投稿論文は，筆頭著者が日本科学教育学会の会員である

必要がありますので，その点ご注意ください． 

編集委員長   二宮裕之 

特集編集部会長 寺田光宏 

 

 

記 

 

特集名：「グローバル化する社会における科学教育」 

 

 日本科学教育学会第 40 回年会のシンポジウムにおいて，年会企画委員会と機関誌編集委員会との共

同企画「グローバル化する社会における科学教育を問う」における議論を受け，科学教育研究における

特集を組むこととなった． 

 現代社会は日々様々な分野でグローバル化が進んでいる．中でも科学教育の内容の中核を占める科学，

数学，工学などは元々国民国家を超えるグローバルな学問分野の典型としてとらえられている．科学教

育は世界共通ではないものの，一定程度グローバル化が進んでいる．PISA，TIMSS などの国際学力調

査は各国の科学教育に影響を与え，国際科学オリンピックへの参加者の増加などはグローバル化の一例

である．また，教師教育や教育方法の国際協力や日本型教育の海外展開などの動きもある． 

 現行小・中・高等学校学習指導要領の総説でも，「知識基盤社会化やグローバル化は，アイディアなど

知識そのものや人材をめぐる国際競争を加速させる一方で，異なる文化や文明との共存や国際協力の必

要性を増大させている」とグローバル化について触れられている．スーパーサイエンスハイスクール(SSH)

において，科学研究の成果を英語で発表するなど国際的な科学技術人材を育成している． 

 このように更に進展するグローバル化する社会おいて，グローバル化が日本の科学教育にどのような

影響を与え，今まで目指されなかった能力が必要とされ，育成するためにどのような学習内容，学習活

動が新たに必要になるかを明らかにしていくことも必要である．同時に，グローバル化の進展で教育の

標準化が加速しているが，日本の科学教育の独自の目標を模索していく必要性もいわれている．  

 このような状況に鑑み，本特集では，「グローバル化する社会における科学教育」をテーマとし，次の

ような領域の論文を募集する． 

(1) グローバル化する社会における科学教育の動向や課題に関する研究 

(2) グローバル化する社会における科学教育の具体例を示した研究 

(3) グローバル化する社会における科学教育の評価に関する研究 

特集のお知らせ（再） 

編集委員会だより 
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(4) 今後のグローバル化する社会における科学教育に示唆を与える研究 

(5) その他 

 

 なお，特集編集部会が，上記趣旨に合わないと判断した論文につきましては，一般論文に回っていた

だくこともありますので，あらかじめご承知おきください． 

 

特集編集部会の構成メンバー 

部会長： 

寺田光宏（岐阜聖徳学園大学） 

特集編集部会委員： 

猿田祐嗣（国立教育政策研究所），日野圭子（宇都宮大学），大谷 忠（東京学芸大），熊野善介（静岡

大），磯崎哲夫（広島大学），隅田 学（愛媛大学），松原憲治（国立教育政策研究所）など 

 

事前申込：2017 年 8 月 31 日 

＊ 査読プロセスを円滑に進めるため，特集はオンラインでの投稿前に「事前申込」を設けております． 

投稿を予定している方にはたいへんお手数ですが，著者名・所属，仮タイトル，論文種別，E-mail ア

ドレス，電話番号，連絡先住所を jsse-hen [atmark] nacos.com までお送りください．事前申込をさ

れないで投稿を希望される場合は，その旨をご連絡の上，投稿締め切り(9/30)までにご投稿ください． 

 

投稿受付開始：2017 年 5 月 1 日 

投稿締め切り：2017 年 9 月 30 日 

 

＊ 特集に投稿する場合は，投稿システムの「手順 5: 設問」画面の「掲載号」で「特集号」を選択して

ください． 

 

発刊予定：2018 年 6 月 

 

 

 

 

 前回（2017 年 3 月 18 日）以降，この間に編集理事会は開催されていないので，「科学教育研究」編

集状況の報告のみとする． 

１．新規投稿論文（2017.3.1～2017.5.31）：23 編（内訳：和文 21 編，英文２編） 

２．査読中論文（2017.5.31 現在）：23 編（内訳：担当編集委員選定中：３編，査読中（１回目）：４編，

総合判定中（１回目）：４編，改訂稿待ち：６編，査読中（２回目）：４編，編集委員による総合判

定中（２回目）：２編） 

３．掲載決定論文（2017.3.1～2017.5.31 現在）：14 編（内訳：研究論文９編，資料５編（通算合計 41-

2：18 編，41-3：５編）） 

 

「科学教育研究」編集状況報告 
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 次回，2016 年度第３回編集理事会は，2017 年 6 月 17 日（土），11:00～13:00，場所は内田洋行新川

本社を予定している． 

 

 

「科学教育研究」投稿状況および掲載決定状況 

(平成 29 年 5 月 31 日現在） 

 

 

  

和　文 英　文 和　文 英　文 掲載不可 辞退

2 (40-3) 0 (40-3) 0

0 (40-4) 0 (40-4) 0

0 (40-3) 0 (40-3) 0

2 (40-4) 0 (40-4) 0

0 (40-3) 0 (40-3) 0

2 (40-4) 0 (40-4) 0

0 (40-3) 0 (40-3) 0

0 (40-4) 0 (40-4) 0

3 (40-4) 0 (40-4) 0

1 (41-2) 0 (41-2) 0

2 (41-1) 0 (41-1) 0

0 (41-2) 0 (41-2) 0

4 (41-1) 0 (41-1) 0

1 (41-2) 0 (41-2) 0

0 (41-1) 0 (41-1) 0

2 (41-2) 0 (41-2) 0

0 (41-1) 0 (41-1) 5 (41-1)

5 (41-2) 0 (41-2) 0

5 (41-2) 0 (41-2) 0

0 (41-3) 0 (41-3) 0

2 (41-2) 0 (41-2) 1 (41-2)

1 (41-3) 0 (41-3) 0

2 (41-2) 0 (41-2) 0

4 (41-3) 0 (41-3) 0

2017年   1月 6 0 34 0 4 0

2017年   2月 5 0 30 0 3 1

2016年  10月 6 0 40 0 3 0

2016年   8月 4 0 22 0 3 0

2016年   9月 19 0 41 0 0 0

和　文

掲載不可論文数招待論文数（掲載号）審査中（編）

和　文 英　文英　文

新規投稿論文数（編） 掲載決定論文数（掲載号）

2016年   6月 10 0 26 0 2 0

2016年   7月 4 0 23 0 4 1

2016年  11月 4 0 40 0 2 0

2016年  12月 3 0 34 0 4 0

2017年   5月 4 1 22 1 7 0

2017年   3月 9 0 27 0 6 1

2017年   4月 8 1 27 1 5 0
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ＵＲＬ： http://www.jsse.jp       

□ 事務局  中西印刷（株） 学会部 内    ＴＥＬ：075-415-3661  ＦＡＸ：075-415-3662 

                                           E-mail：jsse [at mark] nacos.com 

                      〒602-8048 京都市上京区下立売通小川東入ル 

□編集事務局（論文投稿・査読編集）      ＴＥＬ：075-415-3155  ＦＡＸ：075-417-2050 

                      E-mail：jsse-hen [at mark] nacos.com 

       中西印刷（株） 学会部 内   〒602-8048 京都市上京区下立売通小川東入ル 

 郵便振替口座：00170-6-85183 日本科学教育学会 

 銀 行 口 座：みずほ銀行 京都中央支店 普通 2269008 日本科学教育学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報委員会からのお知らせ  
 科学教育研究レター第 233 号をお届けします．一般社団法人日本科学教育学会の広報活動に

ついてお気づきの点などがございましたら，学会 Web サイトにある「お問い合わせ」をご利用

のうえ，お知らせください． 

 

担当理事： 森田裕介（早稲田大）  舟生日出男（創価大） 

委   員： 高橋 B.徹（東京理科大） 村山 功（静岡大） 三宅志穂（神戸女学院大） 

 鈴木栄幸（茨城大学） 荻原 彰（三重大） 大嶌竜午（千葉大） 

 向 平和（愛媛大学） 辻 宏子（明治学院大） 

幹  事： 石﨑友規（常磐大） 内ノ倉真吾（鹿児島大） 

 辻山洋介（千葉大） 小松孝太郎（信州大） 
 

 一般社団法人日本科学教育学会     Japan Society for Science Education 

科学教育研究レター編集 日本科学教育学会広報委員会 


